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豊似湖の利用者数と利用者について（2023 年度～2024 年度）
堂元菜々実 1)・髙橋梨沙 1)・中岡利泰 1)
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はじめに

豊似湖は北海道えりも町字目黒に位置する自

然湖で，主にミズナラ，シナノキ，トドマツ等か

らなる自然林に囲まれた湖の周辺には，エゾナ

キウサギ（準絶滅危惧 NT），ニホンザリガニ（絶

滅危惧Ⅱ類 VU），リシリシノブ（準絶滅危惧 NT）

などの貴重な動植物が生息している（髙木・中岡, 

2016a; 環境省, 2020）．また，豊似湖は上空から

見るとハートの形をしており，「馬蹄湖」や「ハ

ートレイク」などと呼ばれ親しまれている．駐車

場から豊似湖までは，約 200m の歩道が湖の北

端に通じており，湖畔の周囲は約 1 ㎞で，遊歩

道を通り徒歩で一周することができる．湖の山

側には，東方の山稜に沿って猿留山道が通じて

いる．

豊似湖を観光地として活用する取組として，

えりも町では 2015 年から 2018 年までヘリコプ

ター遊覧飛行が実施されていた．また，2024 年

には町の地域おこし協力隊が主催する豊似湖ガ

イドツアーが開催され，豊似湖の観光利用が進

められている．2024 年 6 月 25 日には国内最大

規模である「日高山脈襟裳十勝国立公園」が新た

に指定され，豊似湖およびその周辺は第一種特

別地域に指定された．観光利用の促進や国立公

園化に伴い，今後ますます豊似湖が注目され，観

光客が増加することが予想される．

豊似湖の希少な動植物を保全しながら適切に

利用するためには，利用者数および利用者につ

いて把握することが必要である．本報告では，

2015 年から継続して実施している豊似湖利用者

数調査について，2023 年度～2024 年度の結果を

報告する．

調査方法

 調査期間は，豊似湖に積雪がない時期である 4

月下旬から 11 月末を対象とした．2023 年度は 4

月 21 日～11 月 30 日の 224 日間，2024 年度は 5

月 26 日～11 月 30 日の 189 日間実施した．調査

地点は，豊似湖と豊似湖駐車場間の遊歩道を設

置箇所 A（以降 T1），湖奥の龍神祠の数十 m 山

側の地点を設置箇所 B（以降 T2）とした（図 1）．

図 1. 調査地点の概況図（1:5,000）

 調査には自動カウンター（TRAILMASTER 

TM1550）を使用した．データはデータコレクタ

ー（TRAILMASTER TM DATE COLECTOR Ⅱ）

を用いて，月に 1～2 回回収した．回収したデー

タは，5 時～19 時のカウントを解析に用いた．

19 時～翌 5 時までの夜間は，野生動物の通行が

多く，人が豊似湖を訪れることが考えにくいこ

とから，人の入込がないものとして除いた．ま

た，降雨の際には人の入込は極めて少なくなる

ことを考慮し，午前（5 時～12 時）と午後（12

時～19 時）のそれぞれについて，7mm 以上（1

時間当たり 1mm）の降雨があった場合はカウン

ター数から除いた．降水量のデータは，気象庁が

公開している目黒（日高地方）の 1 時間ごとの

降水量を参照した（気象庁, 2025）．さらに，カウ

ントの日時が設置期間外の値を示す，カウント

数が極端に多い等，記録されたデータに明らか

な異常がみられる場合は，機材の不調として解
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析から除いた．ただし，カウントの日時をデータ

回収時の日時から逆算して補正できる場合は，

カウンター数に含めた．

 T1 については，利用者が豊似湖駐車場から豊

似湖湖畔までの道を必ず往復するものと仮定し，

カウンター数／2 を豊似湖の利用者数とした．こ

のとき，端数は小数点第 1 位で四捨五入した．

T2 については，豊似湖から猿留山道へ向かうコ

ース以外を利用し沼見峠に行く登山者が帰路通

過すること，また，エゾシカやエゾヒグマなどの

大型哺乳類の通行が確認されていることから

（髙木・中岡, 2016b; 髙木・中岡, 2017; 髙木・

中岡, 2018），人と野生動物の判別が難しいため

カウンターの数値を補正せずに用いた．

 T1・T2 の数値は平日と休日（土日祝日）に分

けて集計し，それぞれについて，利用者数，調査

日数，1 日当たりの利用者数，利用日数，未利用

日数を算出した．1 日あたりの利用者数は利用者

数／調査日数で算出し，端数は小数点第 1 位で

四捨五入した．利用日数は自動カウンターのカ

ウントがあった日数，未利用日数はカウントが

なかった日数とした．

結果と考察

１．豊似湖の利用者数について

 集計した T1 の自動カウンターのデータにつ

いて，表 1 に 2023 年度，表 2 に 2024 年度の結

果を示した．豊似湖の利用者数の合計は，2023

年度 1,073 人（利用日数 115 日），2024 年度 1,346

人（利用日数 104 日）であった．ただし，2023

年度の調査日数 224 日のうち，少なくとも 6 月

16 日～7 月 13 日，8 月 18 日～8 月 31 日，10 月

1 日～11 月 30 日の合計 103 日はカウンター動作

不良のため正確なデータを取得できなかった．

同様に，2024 年度の調査日数 189 日のうち，少

なくとも 6 月 1 日～6 月 2 日，8 月 14 日～8 月

24 日，11 月 1 日～11 月 13 日の合計 56 日は正

確なデータが取得できなかった．

 平日と休日の利用者数について，カウンター

動作不良がない月の休日の 1 日当たりの利用者

数は，2023 年度と 2024 年度ともに平日の 2 倍

程度であり，休日の利用が多い傾向にあった．

 2015 年～2024 年の 9 年間の月別入込数を表 3

に示した．年間の豊似湖利用者数が最も多いの

は 2018 年の 2,534 人であり（髙木・中岡, 2023），

2023年度～2024年度の利用者数はそれぞれ前年

度よりも減少していた．2023年度～2024年度は，

機材の老朽化や電池不足等によるカウンターの

動作不良，機材の設置角度による赤外線ビーム

の送受信の不具合などが多発し，正確なカウン

ト数が得られなかった．このことから，実際の利

用者数は今回の結果よりも多いと考えられる．

 さらに，各年について比較するため，自動カウ

ンターの動作不良の月のデータを除き，年間の

利用者数／調査日数の値（1 日当たりの豊似湖利

用者数）を図 2 に示した．2019 年までは利用者

数が増加傾向にあり，2020 年で減少してから 1

日当たり 10 名前後で推移している．2019 年ま

ではヘリコプター遊覧など町の豊似湖活用事業

により利用者が増加傾向にあり（髙木・中岡, 

2019; 髙木・中岡, 2023），2020 年は新型コロナ

ウイルス流行の影響で利用者が減少したと考え

られる（髙木・中岡, 2023）．近年は感染症による

行動制限がなくなり，2024 年には豊似湖とその

周辺が国立公園に指定されたことから，今後の

利用者数は2019年度の水準まで増加すると予想

される． 

２．猿留山道の利用者または大型哺乳類のカウ

ント数について

 集計した T2 の自動カウンターのデータにつ

いて，表 4 に 2023 年度，表 5 に 2024 年度の結

果を示した．猿留山道の利用者または大型哺乳

類のカウント数の合計は，2023 年度 82 回（利

用日数 30 日），2024 年度 82 回（利用日数 26

日）であった．ただし，2023 年度の調査日数

224 日のうち，少なくとも 4 月 21 日～6 月 2

日，10 月 5 日～11 月 30 日の合計 100 日はカウ

ンター動作不良のため正確なデータを取得でき

なかった．2024 年度（調査日数 189 日）につい
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ては，カウンターの不調は見られなかった．人

と野生動物のカウント数の区別がつけられない

ため，猿留山道の利用者数はわからないが，豊

似湖から猿留山道へ続く道は下草刈り等の整備

がされておらず，現状では人の利用はあまり多

くないと予想される．しかし，猿留山道の一部

は国立公園の範囲内に位置し，年に 1～2 回開

催している「猿留山道を歩く会」によって周知

が行われていることから，今後の利用者は増加

すると予想される．

まとめ

2015 年度から継続している豊似湖の利用者数

調査の結果，2019 年までは町の豊似湖活用事業

によって利用者が増加傾向にあり，2020 年の新

型コロナウイルス流行後は横ばいである．

豊似湖の観光利用の促進や2024年の国立公園

化に伴い，豊似湖の利用者数が増加に転じるこ

とが予想される．また，個人での利用に加えて，

町内外の個人・団体が主催するガイドツアー等

に参加する利用者が増加すると考えられる．豊

似湖の自然を守りつつ，適切な利用を行うため

には，利用のルールを作成し，利用者に周知徹底

することが必要である．今後も豊似湖の利用者

数および利用者の調査を継続し，豊似湖の保全

に活かしたい．
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表 1．2023 年度 豊似湖の利用者数（T1）

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日
土日祝

計

　　　４月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　５月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　６月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　７月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　８月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　９月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１０月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１１月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　合計(121日）

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数
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表 2．2024 年度 豊似湖の利用者数（T1）

平日 ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー

計 ー ー ー

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

　合計(189日）

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　１１月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　１０月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　９月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　８月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　７月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

未利用日数

　　　６月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　４月

利用者数（人）調査日数（日）
1日当たりの利用者数（人）

（利用者数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　　　５月

利用者数（人）調査日数（日） 1日当たりの利用者数（人）
（利用者数/調査日数）

利用日数
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表 3．2015 年度～2024 年度 豊似湖の利用者数（T1）

図 2．2015 年度～2024 年度 1 日当たりの豊似湖利用者数（カウンター動作不良の月を除く）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 合計
2015年 ー ー ー ー
2016年 ー ー
2017年 ー
2018年
2019年 ー
2020年 ー
2021年
2022年
2023年
2024年 ー
ー 未調査

カウンター動作不良

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

− 12−



えりも研究・第 22 号・2025 

- 13 -

表 4．2023 年度 猿留山道の利用者および大型哺乳類のカウンター数（T2）

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日
土日祝

計

　　　４月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　５月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　６月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　７月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　８月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　９月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１０月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１１月

カウンター数 調査日数（日）
1日当たりのカウンター数

（カウンター数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　合計(124日）

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数
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表 5．2024 年度 猿留山道の利用者および大型哺乳類のカウンター数（T2）

平日 ー ー ー ー ー
土日祝 ー ー ー ー ー

計 ー ー ー ー ー

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

平日
土日祝

計

　　　４月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　５月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　６月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　７月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　８月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　９月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１０月

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

　　　１１月

カウンター数 調査日数（日）
1日当たりのカウンター数

（カウンター数/調査日数）
利用日数 未利用日数

　合計(189日）

カウンター数 調査日数（日） 1日当たりのカウンター数
（カウンター数/調査日数）

利用日数 未利用日数

− 14−


